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庭
仕
事
を
し

て
い
る
と
隣
の

お
ば
さ
ん
が
お

茶
を
下
さ
っ

た
。
さ
っ
き
は

裏
の
お
ば
さ
ん
が
レ
タ
ス

を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。

家
の
前
の
公
園
か
ら
は
親

子
連
れ
の
楽
し
そ
う
な
声

が
聞
こ
え
て
く
る
。
皆
、

親
切
で
善
良
な
人
た
ち
だ

▽
そ
れ
な
の
に
テ
レ
ビ
や

新
聞
か
ら
は
胸
を
え
ぐ
ら

れ
る
よ
う
な
辛
い
ニ
ュ
ー

ス
が
飛
び
込
ん
で
く
る
。

他
国
を
攻
め
る
こ
と
は
許

し
難
く
、
プ
ー
チ
ン
氏
の

言
動
は
全
く
理
解
の
域
を

超
え
て
い
る
。
批
判
を
恐

れ
ず
に
書
け
ば
、
武
器
供

給
を
呼
び
掛
け
「
徹
底
抗

戦
」
を
叫
ぶ
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

氏
に
も
違
和
感
を
覚
え
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
も
ロ
シ
ア

人
も
戦
争
の
被
害
者
だ
。

兵
士
を
含
む
ど
ち
ら
の
国

の
人
々
に
も
命
を
落
と
し

て
ほ
し
く
な
い
▽
デ
ン

マ
ー
ク
の
ホ
ル
ム
氏
と
い

う
陸
軍
大
将
が
20
世
紀
初

頭
に
「
戦
争
絶
滅
受
合
法

案
」
を
作
っ
た
そ
う
だ
。

戦
争
が
始
ま
っ
た
ら
10
時

間
以
内
に
国
家
元
首
、
大

統
領
、
首
相
、
大
臣
や
戦

争
に
反
対
し
な
か
っ
た
国

会
議
員
な
ど
を
最
下
級
の

兵
卒
と
し
て
招
集
し
、
最

前
線
で
砲
火
の
下
に
実
戦

に
付
か
せ
る
…
。
と
い
う

も
の
だ
そ
う
だ
。
国
連
で

こ
れ
を
採
択
し
て
ほ
し
い

▽
理
想
論
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
不
可
能
で
は
な
い
と

思
う
。
戦
争
は
嫌
だ
。
理

屈
で
は
な
く
と
に
か
く
嫌

だ
。「
戦
争
犯
罪
」
が
話
題

に
な
っ
て
い
る
が
残
虐
で

な
い
戦
争
な
ん
て
な
い
。

戦
争
そ
の
も
の
が
犯
罪
で

は
な
い
の
か
。
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
も
優
し
い

お
ば
さ
ん
達
や
親
子
連
れ

が
い
て
、
き
っ
と
そ
う
思
っ

て
い
る
と
思
う
の
だ
。（
ゆ
）

－はるな生協の現況－
（2022年４月28日現在）

組合員数	 20,015人
出資総額	 430,281,700円
一人平均出資額	 21,498円

電話 027（323）2762 ５ 月 号
　

毎
年
年
度
は
じ
め
に
は
、
各
地
で
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
３
年
目
に
な
る
コ
ロ
ナ

禍
で
、
支
部
総
会
の
中
止
が
続
き
、
今
年
度
の
支

部
総
会
開
催
、
又
は
予
定
し
て
い
る
支
部
は
６
支

部
で
す
。（
30
支
部
中
）

　

支
部
総
会
と
は
、
１
年
の
活
動
を
振
り
か
え
り
、

２
０
２
２
年
度
の
活
動
を
支
部
に
集
ま
っ
た
組
合

員
の
要
望
を
活
か
し
決
め
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

総
代
や
支
部
役
員
を
決
め
る
な
ど
、
参
加
協
同
の

生
協
活
動
を
支
え
る
行
事
で
す
。

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

新
入
学
応
援
グ
ッ
ズ

に
喜
び
の
声

健
康
の
秘
訣
は

ヨ
ガ
班
会

元気に語る米山さん

は
る
な
生
活

協
同
組
合

第
６
支
部

協
同
の
わ
を
広
げ
る

支
部
総
会
開
く
　

高
崎
中
央
病
院
Ｈ
Ｐ
Ｈ
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｓ

　

お
天
気
と
な
っ
た
４
月
27

日
、
第
６
支
部
の
支
部
総
会

第 70 期 総 代 名 簿
選
挙
区

氏　　名
選
挙
区

氏　　名
選
挙
区

氏　　名
選
挙
区

氏　　名
選
挙
区

氏　　名
選
挙
区

氏　　名

第
１
支
部
⑧

内田　勝夫 第
５
⑨ 樋口　一美

佐
野
支
部
⑧

市川　陽子 矢
中
支
部
⑥

小野原トモ子 大
類
支
部
⑧

鈴木太公男
安
中
支
部
⑥

山口みゆき
高橋　静香

第
６
支
部
⑧

熱海　　榮 酒井　千恵 福田　信子 下村千代子 山口　　覚
神戸かおり 田中富美子 酒井　孝雄 関　三枝子 堀越　陽子 山口あや子
大野七生美 渡辺百合子 善如寺嶺子 中

居
第
一
支
部
⑤

矢野　正江

江
木
支
部
⑩

山田　千枝 大澤　友子
関根　則子 金谷　好子 善如寺　悟 猿渡千栄子 堀越　一子 伊藤　国夫
竹本　　誠 堀田しづ子 北村　　藍 宮前　正子 堀越　孝子 玉

村
支
部
③

中島　房男
竹本八千代 宮口　浩子 善如寺益美 髙尾ミチ子 土肥登美子 笛田はる子
髙橋千佳江 飯島　静男

南
八
幡
支
部
⑥

瀧尾　絹江 原田美沙子 安藤ヨシ子 金井　夏美

第
２
支
部
⑦

上野　道昭 柚木　靜子 神田みつ子
中
居
第
二
支
部
⑦

村上　桂子 松井百合子

職
員
支
部
⑫

秋葉　育子
大和　常男 長

野
支
部
④

野村　定男 木部　幸子 宮崎　圭子 福島　正夫 小澤　陽子
田中　　進 片貝　佑吉 萩原　　誠 信澤　恵子 本木　章子 五十嵐美穂子
齋藤　信雄 上原　靜子 木村　君江 横田　佳子 下村　恵子 中村日出彌
永山　昌宏 金田　春子 横尾　順子 寺尾　康子 小笠原和美 佐藤奈央美
深澤　通子

塚
沢
支
部
⑨

青木　　健

倉
賀
野
支
部
⑨

大橋　　隆 春木美登里 群
馬
町
支
部
④

依田千江子 湯本　祐子
丸山　勝義 竹内　則子 横尾　文子 尾内かつ代 藤井　洋子 井上　伸恵

第
３
支
部
⑦

小林　節子 吉江雅比古 清塚　直美

上
中
居
支
部
⑨

石井　和子 小野寺民蔵 大橋　優子
湯浅　秀子 青木アキ子 砂川　幸代 土屋　秋雄 松井紀代子 高桑　弘美
𠮷村　京子 田口　正美 小笠原喜代子 平田　芳子 箕

郷
町
支
部
③

篠原　八一 市川　竜亮
石脇佐智子 伊藤　敦博 松浦　　勉 平田　　仁 永井　晶子 清水　恭子
高木　道子 佐藤　弘子 藤田　康代 天田　恵子 佐藤　次男 小野里富栄
天田　佳代 清水　敏幸 人見　憲一 女屋　定俊 榛

名
町
支
部
②

木暮　政雄
中島　治子 堀込　啓一 野中キワ子 女屋　幸代 中島　晴美

六
郷
支
部
⑥

朝岡　和夫 乗
附
支
部
②

真下　郁子

高
南
支
部
⑪

新井トヨ子 青木　俊子

藤
岡
支
部
⑦

黒澤恵津子
朝岡　正子 山田　百子 井田　雅子 黒金　惠子 木闇　博明
冨沢　善雄 片

岡
八
千
代
支
部
④

茂木つる子 大河原佳代子

高
関
支
部
⑦

内田　栄子 渡辺みゆき
小見伊佐雄 田島　光子 田口　幸子 内田たか江 吉田　正子
藤井　　宏 住谷　とり 登丸千鶴子 吉田　光江 鈴木　善子
高橋眞理子 高橋　房美 野口　祐美 大塚佑豈子 齋藤　礼子

第
５
支
部
⑨

樋口　明広

石
原
支
部
⑦

内田　彰忠 井田久美子 金子　文子 栗原　隆子
角田　義和 岡田ツヤ子 菊池　素光 石関みつぎ 吉

井
町
支
部
③

黒沢　　功
遠藤　好子 髙橋　久子 天田さか枝 大沢　智子 吉村　久子
飯野　和子 峰岸　茂子 江原　秀子

大
類
支
部
⑧

木村すゑ美 堀口　裕夫
牧野八重子 稲山　計司 小池　正男 有江　正三 甘

楽
富
岡
町
支
部
③

堀田　春子
内田　信次 稲山百合子 矢

中
支
部
⑥

齋藤　有功 横川　綾子 泉部　秀子
有留　益子 井上　史江 桑原　久江 峯　　絹江 中重　仁子
茂木ひとみ 佐

野
⑧ 清水　勝美 大澤　雪江 鈴木ヒロミ 安

中
⑥ 山口　　守

2022年４月30日現在

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
環
と
し
て
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
「
新
入
学
応

援
グ
ッ
ズ
」
無
償
配
布
を
３

月
か
ら
行
い
ま
し
た
。
段

ボ
ー
ル
箱
５
～
６
箱
分
あ
っ

た
グ
ッ
ズ
は
あ
っ
と
い
う
間

に
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
新

年
度
用
品
の
配
布
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
の
こ

も
っ
た
手
作
り
の
作
品
は
ど

れ
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で

選
ん
だ
も
の
を
、
あ
り
が
た

く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
入
学
や
引
っ
越

し
が
重
な
っ
た
た
め
親
も
大

変
助
か
り
ま
し
た
」
と
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。
布
な
ど

の
材
料
提
供
、
グ
ッ
ズ
作
成

な
ど
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

組
合
員
や
職
員
の
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
も
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

が
は
ま
ゆ
う
山
荘
で
行
わ

れ
、
17
人
が
参
加
者
し
ま
し

た
。

　

移
動
す
る
バ
ス
の
中
で
年

間
の
活
動
報
告
や
今
年
度
の

活
動
方
針
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

２
０
２
１
年
度
は
、
役

員
会
を
９

回
、
カ
ワ
セ

ミ
班
会
を
６

回
、
ヨ
ガ
班

会
を
５
回
、

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
で

活
動
が
中
止

さ
れ
る
中
で

も
、
支
部
と

し
て
多
く
の

活
動
を
行
う

事
が
出
来
ま

し
た
。
と
支

部
長
よ
り
報

告
。

　

続
け
て
、
会
計
報
告
、
支

部
役
員
紹
介
、
総
代
の
選
出

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
の
活
動

で
は
班
会
の
他
に
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

等
の
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
地
で
は
桜
が
満
開
、
コ

ロ
ナ
禍
で
閉
じ
こ
も
り
が
ち

だ
っ
た
気
持
ち
も
晴
れ
ば

れ
、
散
策
や
日
帰
り
温
泉
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　

生
協
の
活
動
や
つ
な
が
り

が
心
に
も
体
に
も
大
切
だ
と

実
感
で
き
る
総
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
長
年
第
６
支
部

で
活
躍
し
て
い
る
米
山
繁
男

さ
ん
が
、
90
歳
を
迎
え
ま
し

た
。

　
「
ヨ
ガ
班
会
が
健
康
の
秘

訣
！
」
こ
れ
か
ら
も
皆
の
顔

を
見
て
笑
っ
て
話
し
て
元
気

を
も
ら
え
る
班
会
に
参
加
し

ま
す
と
決
意
の
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。
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仲間増やし（加入）、出資金増やしにご協力ください

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
方
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
７
）
２
７
６
２

主だった活動報告
１．医療活動
高崎中央病院
　新型コロナウイルス感染症対応帰
国者・接触者外来及び保健所の要請
によるPCR検査を行いました。感染
拡大期には集団検査対応、また治療
後の回復患者の入院受け入れを行い
ました。ワクチン用冷凍庫（ディー
プフリーザー）を設置、周辺の医療機関、介護施設等
の職員利用者へのワクチン接種を行いました。また群
馬県、高崎市の集団接種に医師・看護師を派遣しまし
た。
通町診療所
　訪問診療の要望に応え、平日の昼や月曜午後の訪問
診療の時間を増やしました。高崎中央病院と同じく発
熱外来や予防接種の対応を行いました。2021年末には
院内PCR検査機器も導入しました。家庭医のいる診療
所として、新型コロナウイルスワクチン接種予約支援
や、感染の状況をみながらの体操教室を開催しました。
歯科診療所
　コロナ禍のなか、歯科治療を安心して受けてもらうために、常時換気・
アルコール消毒は15台の治療ブース全てに設置しました。個別送迎は月
に延べ60人の方が利用しました。歯科での無料低額診療は数少ない中、
延べ100人の方が利用しました。

２．介護・福祉活動
在宅福祉総合センターほほえみ
　居宅介護支援事業所は、利用者の希望に
沿ったケアプランの作成に取り組みまし
た。デイサービスは、利用者に満足してい
ただける通所介護のサービス提供に努めま
した。
　病児病後児保育のびのびでは、保護者、
子どもたちが安心して利用できるよう努め
ました。
介護センターほほえみの杜
　ほほえみの杜では、高齢者住宅はもちろん、デイホーム、ショートス
テイでも感染症対策を徹底して行いました。
高齢者住宅虹の家
　高齢者住宅では、面会やオンライン面会等、なるべく家族と会えるよ
う調整を図りました。
　デイサービスは、家族との面会や外出が困難ななか、レクリエーショ
ン等を意識して取り組みました。
　訪問介護は、利用者の在宅生活が継続できるよう、職場内・関係各所
との情報共有を密に行いました。
看護小規模多機能つむぎ
　昨年５月に開設し、訪問看護ステーショ
ンと連携して、在宅で暮らし続けたいと
願う利用者を支えてきました。毎月「看
多機つむぎだより」を発行し、居宅介護
支援事業所、病院、医院、あんしんセンター
等へ訪問や郵送で広報活動を行いました。
　運営推進会議をコロナ禍のなかですが、
２回行うことができました。区長、民生委員、あんしんセンター、高崎
市長寿社会課の方々からのご意見を聞き、地域との連携を図ってきまし
た。
　訪問看護ステーションは、利用者が増え、看護の成果や課題の共有を
図りました。
高崎中央病院
　デイケアでは、自立や社会参加を意識したリハビリを積極的に取り組
みました。訪問リハビリの利用が増えたため増員し需要に応えました。

通町診療所
　デイケアの短時間利用の対応や利用者に満足していただけるサービス
の提供に努めました。

その他
　有償ボランティア「あんじゃねぇ」は、活動
実績100件（掃除35、受診介助26、草取り18、買
い物３、その他18件）、延べ時間161時間、協力
者延べ161人でした。運営委員会や協力者のつど
いを開催しています。

３．事業所利用委員会
高崎中央病院
　待合室に設置した虹の箱には、患者利用者からの声が届きます。寄せ
られたご意見は、利用委員会で話し合い事業所運営に活かされました。
通町診療所
　予防活動のチラシを２種類作成し、患者・利用者の他、地域組合員の
協力を得て地域への配布を行いました。窓を利用した事業所案内を刷新
することができました。
歯科診療所
　利用委員会全員で院内巡視を実施し、指摘事項について改善しました。
介護事業所（介護関連事業所すべてが含まれます）
　２ヶ月に１回委員会を開催し、事業所の報告を受け、介護のあり方に
ついて意見交換を行いました。
　委員会で「医療福祉生協のいのちの章典」の学習を行いました。

４．健康づくり
　はるな健康体操を６回開催し、延べ51人参加しました。
　「ぐんままるごと健康チャレンジ2021」に544人の方が参加しました。
　24時間蓄尿塩分調査に15人参加しました。

５．組合員活動
　班会や健康チェックを警戒度が下がっ
た時期に行いました。
　スマートフォンの使い方で困っている
という要望を受け、組合員活動部で対応
しました。
　手作りボランティアにクリスマスプレ
ゼント100個の作成をして頂きました。
　生活困窮者支援炊き出しを行い、感染拡大の時期にはレトルト食品な

どを配布しました。
　機関紙「緑十字」配達者はこの１年で16人増えまし
た。
　組合員ふれあい会館に、家庭での不要になった品々
のリサイクルコーナーを作りました。イスやベンチを
置き、誰でも利用できる場所を作りました。名まえを
「えんがお」としました。「えんがお歯科診療所」を会
場に小規模なフリーマーケットを開催しました。

６．教育文化活動
　コロナに負けないウオーキング
を！「ふるさとの散歩道」を「緑十
字」で紹介しました。

７．社会保障・
　　平和を守る活動
　「75歳以上医療費窓口負担２割化撤回と中止を求める請願署名」を取り
組みました。
　高崎社会保障推進協議会（高崎社保協）の集会や学習会に参加し、高
崎市と懇談を行い、組合員や現場の声を行政に届けました。
　コロナ禍により困窮する高崎経済大学の学生への食糧支援プロジェク
ト（まんぷくプロジェクト＠高崎）に参加・協力しました。
　原水爆禁止世界大会（広島・長崎）はオンライン開催でした。各事業
所で「原爆パネル展示」を実施しました。

事業報告書2021ダイジェスト
第70期通常総代会に提起する事業報告（案）の概要は以下の通りです。

事業報告書2021ダイジェスト事業報告書2021ダイジェスト

PCR検査（駐車場）ドライブスルー形式

手作りスイーツ

六郷支部・新井団地班

ミュータスワコー
（４検体検査、高崎
中央病院に設置）
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高崎中央病院診療案内

予約や変更受け付け（9：00 ～ 17：00）
予約専用電話℡（027）323－2808

高齢者あんしん
センター通町

℡ （０２７）３２２‐２０１１

介護センター
ほほえみの杜

℡ （０２７）３９５‐８８７１

在宅福祉総合センター
ほほえみ

℡ （０２７）３３０‐６０３０

高齢者住宅虹の家
℡ （０２７）３９５‐８８０１

看護小規模多機能
つむぎ

℡ （０２７）３５３‐２７００

℡（027）322－6534㈹

℡（027）388－0022

℡（027）323－2665㈹
＊診療案内はホームページでもご覧いただけます。（URL：https://harunacoop.jp）
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　ロシア軍によるウクライナ侵攻により、ウクライナでは国民のいのち
と生活が差し迫った脅威にさらされています。
　はるな生協は、『ウクライナ難民支援緊急募金』に取り組みます。
　募金箱は、高崎中央病院、通町診療所、歯科診療所、組合員ふれあい
会館の各窓口に設置してあります。多くのみなさまのご支援とご協力を
お願い申し上げます。尚、この募金は医療福祉生協連を通じてユニセフ
にお届け致します。

　いのち・くらし・平和を守るための署名に是非、ご協
力ください。
　署名用紙は、組合員ふれあい会館内にあります。また、
QRコードからオンライン署名もできます。
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【お問い合わせ先】社会保障委員会事務局（組合員活動部）・野村まで
☎027（323）2762
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ウクライナ難民支援緊急募金に
ご協力をお願い申し上げます。

「憲法改悪を許さない全国署名」に
ご協力をお願い申し上げます。

社会保障委員会

お申し込み先：組合員活動部（金屋） ☎027（323）2762

今年は「とんがり帽子を重ねたのっぽのツリー」 

　クリスマスプレゼント作りが始まりました。今
年は、名前の通り生地を重ねてツリーを作ります。
12月には、在宅療養者の方へお配りします。
　毎月第４金曜日14時から16時、組合員ふれあ
い会館で作成を行います。手作り協力ボランティ
ア募集中です。

ボランティア部会

「すこしお」とは…
　「少しの塩分ですこやかな生活」
を目指す医療福祉生協のとりくみ
の総称です。

ちょっと一言ちょっと一言

ブロッコリーの昆布サラダ
●材　料（２人分）
・ ブロッコリー… ６房（120ｇ）
・ マイタケ………… １/ ４パック
・ 塩昆布…… ひとつまみ（３ｇ）
　　・しょうゆ 小さじ1/2（３ｇ）
ａ　・レモン果汁…… 大さじ1/2
　　・オリーブ油 大さじ1と1/2
・ ナッツ（刻んだもの） 大さじ１

　昆布にはカリウムが豊富に含まれています。余分に取り過ぎたナトリウム
の排泄を促し減塩の手助けをしてくれます。高血圧の予防やむくみの解消に
役立ちます。塩昆布は減塩タイプのものもあるので、そちらの方をおすすめ
します。

 （高崎中央病院栄養科　管理栄養士　湯本　祐子）

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

●作り方
① ブロッコリーは小房に分け、マ

イタケは食べやすい大きさにほ
ぐす。一緒に茹でてザルに上げ
て水気を切る。

② 塩昆布とドレッシング（a）を混
ぜ合わせる。

③ ①を②の昆布ドレッシングで和
える。

④ ③を器に盛り、刻んだナッツを
振り混ぜ出来上がり。

＊ ナッツはアーモンドやピーナツ、
クルミなどお好みのものでも
OK。

〈１人分の栄養価〉
　135kcal　塩分0.5ｇ
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